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微細藻類Euglena gracilis (和名：ミドリムシ、以下Euglenaと略す)には、活性酸素種によって引き起こさ

れる酸化ストレスからの防御にカロテノイドが重要な役割を果たしている。高等植物では、シトクロムP450

の一種である酵素がカロテノイド合成に関与していることが知られていたが、Euglenaではそのような酵素

の存在は知られていなかった。そこで、本研究では、シトクロムP450の一種であるCYP97遺伝子ファミ

リーをクローニングし、その機能を調べた結果、２つの相当する配列のうち少なくとも1つは、β-カロテン

水酸化活性をもつことが強く示唆されることを見出した。

　本研究は神戸大学および島根大学との共同研究の下に実施された。研究の一部は私立大学戦略的研究基盤

形成支援事業「植物オキシリピンの生理機能の解明とその応用」、および科学研究費補助金(基盤研究C)の支

援を受けて行った。
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【発表者について】アンダーラインは本学教員、研究員および技術職員、○は発表者、※は大学院生、卒研生または卒業生
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Functional characterization of β-carotene hydroxylase genes in microalga Euglena gracilis

(微細藻類ユーグレナにおけるβ-カロテン水酸化酵素遺伝子の機能解析)


